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1.研 究の目的と方法

　本研究の 目的は,児 童一人ひとりの自発的な音楽表

現を起点 として音楽科 の特性に応 じた思考を発展 さ

せ,さ まざまな音楽文化に能動的 ・主体的にかかわっ

ていけるような,音 楽科における次世代のカ リキュラ

ムの開発を行 うことにある。

　音楽科の特性に応 じた思考は,言 語や記号を媒介 と

した論理的な過程 をたどるとは限らない。音楽活動の

中で無意識の うちに行われる認識行為も思考活動には

含まれている。 さらに,根 拠や理 由にとらわれない想

像やイメージも音楽と切 り離す ことはできない。その

上,一 人ひとりがもっている音楽的な衝動や内的な要

求,こ れまでの経験 も異なる。そのような条件のもと

で,児 童が自ら主体的に多様な音楽とかかわっていけ

るように,音 楽文化への扉を開いていく学級の学びを

構想 しなければならない。

　 このような学びを実現するために,児 童の学びの履

歴 をふまえながら,一 人ひとりの音楽的思考を育み,

学びの総体としてカ リキュラムを捉え直す視座をもつ

ことが教師には求められ る。そこで,本 研究では,学

びの履歴を生かせ るように,児 童にとって 「なじみの

ある」音楽とのかかわ り方を起点にしながら,様 々な

様式や種 目,ジ ャンルの音楽へと世界を拡げ,そ れ ら

の音楽と主体的にかかわっていくための思考のあ り方

や,そ うした音楽的思考を育む学習過程の検討を通 し

て,カ リキュラムの開発を行 うこととした。

　 「なじみのある」音楽とかかわ りながら学習活動が

展開するように構想 された授業は,子 ども自身が自分

の思いや意図を見つめ,ど のように表現するかを考え

るように促 し,多 様な子どもの表現方法を培 う環境づ

くりにつながる(森 保他,2013)。 このアプローチに含

まれ る 「表現の相対化」や 「偶然的な表現の誘発」を

授業づくりのキーワー ドとし,特 定の様式にとらわれ

ず,自 らの個性や感性を拠 り所 として自分 らしい表現,

自分にとって価値のある表現を見出していくプロセス

を重視する。

　研究の方法として,工 学的アプローチのように具体

的な目標を明確 にしてゴールを目ざすのではな く,複

数の授業を通 して,学 習者にひきおこされた結果をで

きるだけ多様な視点か ら記述 し,そ れに基づいて上位

の 目標 がどこまで実現 されたか評価 した上で,カ リ

キュラム開発ヘフィー ドバックする,と い う羅生門的

アプローチの手順をふむこととした。児童一人ひとり

を十分に把握した教師が,児 童の学びの履歴を意識 し,

個の内面でおきていることを協同での学びの中に位置

づけなが ら題材開発を行 う。児童の音楽的思考を引き

出すように構想 した授業を実施 した後,児 童の音楽的

思考を軸とした授業検討を全員で行い,カ リキュラム

開発の方向性を提案する。

2.こ れまでの研究成果と本年度の課題の設定

　初年度である昨年度は,小 学校低学年を中心に,第

1学 年,第2学 年,第3学 年の授業実践を計画 した。

具体的には,① 「音楽科の特性に応 じた児童の思考を

育む」ことを研究全体の上位 目標に設定,② それを実

現するために,「表現の相対化」,「偶然的な表現の誘発」

を学習過程に位置づけ,自 らの感性を拠 り所として児

童が自分にとって価値のある表現を豊かに身につけて

いけるような授業の構想,③ 授業研究 と考察,と い う

段階を経て検討を行った。

　 「音楽科の特性に応 じた児童の思考を育む」ね らい

で設計された第1学 年か ら第3学 年の授業は,い ずれ

も日常のことばを活か しなが ら,擬 声語,言 葉の リズ

ム,言 葉のもつ拍節1生を生か したものであっただけで

なく,授 業者の想定を超えた多様な表現を引き出し,

授業者の授業改善に向けた気付きにもつながった。考
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察を通 して,児 童が実感を伴って感情移入できる題材,

心地よく意欲を喚起され るような約束,学 年進行に応

じた手だてや難易度の設定,拡 散的思考や発想による

音楽的な工夫への肯定的評価など,児 童の音楽的思考

を促すために有効な題材設定,学 習過程,働 きかけを

見出すことができた。

　昨年度の検討を通 して得られた知見を整理すると以

下のとお りである。まず,題 材については,① 児童が

実感を伴って,イ メージしやすい題材であること,②

拍や リズムなど,児 童が活動す る上での制約が,児 童

にとって心地よさを感 じ,創 作意欲を喚起す るような

約束になること。学習過程については,① 学年進行に

伴って,思 考を引き出すための仕掛け(手 だて)の 数

や難易度があがっていること。② ワークシー トに書く

ことが 目的とならないよう,児 童が創作に夢 中になれ

る時間を確保すること。授業者の働きかけについては,

①拡散的思考や発想を認め,児 童の発想にもとついた

音楽的な工夫を評価すること,② 児童の表現に理由や

説明を強要するのではなく,即 興的に試行錯誤 した り

習熟 した りする音楽活動を十分 に保障す ること,と

いった方向性を見出すことができた。

　 2年 目となる今年度は,昨 年度の成果を活かし,引

き続き小学校低学年を対象に 「なじみのある」音楽と

のかかわ りを学習活動へと展開する授業を構想 し,学

習過程における 「表現の相対化」や 「偶然的な表現の

誘発」の意識的な位置づけを行 う。また,昨 年度から

継続的に捉えてきた児童一人ひとりの学びの履歴をふ

まえながら,新 たに,音 楽活動の領域の範囲,お よび,

児童の音楽的思考の範囲の拡大を図 り,授 業の検討か

らカ リキュラム開発への具体的な見通しを得 ることを

目的とする。

　昨年度確認 された成果の中でも,「拡散的思考や発想

を認め,児 童の発想にもとついた音楽的な工夫を評価

する」,「表現に理 由や説明を強要す るのではなく,即

興的に試行錯誤 した り習熟 した りす る活動を保障す

る」とい う2点 は,伝 達=習 得型の学習では育成でき

ない新 しい視点として,本 年度 も意識的に学習過程に

位置づけることとした。思考の拡散や即興的な試行錯

誤 を認め,思 いがけない発想や表現を学習過程に位置

づけながら児童の表現活動が熟する時間を確保するこ

とは,多 様な解釈が存在する音楽の特性に応 じた思考

活動の1つ の形であると考えられる。

　また,音 楽の範囲とい う点について述べるなら,昨

年度は,普 段使っている言葉を活かして音楽表現をす

ることを共通項 とし,児 童から,言 葉 を用いた多様な

表現を引き出す表現活動を中心に考察したが,今 年度

は,活 動分野をあらたに鑑賞と歌唱,音 楽づくりに拡

大 した。

　さらに,昨 年度は,班 活動よりも児童それぞれが主

体的に表現を生み出す ところに重点が置かれたが,今

年度は,個 の内面でおきていることを協同での学びの

中に位置づけるとい う視点を意識 して,表 現 ・鑑賞の

全領域で児童相互が 自分とは異なる表現に出会 う活動

を設定 した り,作 曲者の意図と自分の考えを照 らし合

わせる活動を設定 した りして,自 分以外の他者 との出

会いを学習過程に位置づけた。

楽 曲の イ メー ジを受 け て レイ ア ウ トされ た絵本Can

yo召 乃θ∂∬ノ6捲紹介 し,作 曲者が付 けた題 名 との関連 を

3.実 践報告

【実践事例1】

(1)題 材名　「な りた いものに なって感 じ取 ろう」

　本題材 では,組 曲 『動物 の謝 肉祭』(サ ン=サ ーンス)

か ら,《水族館》 と 《象》を取 り扱 う。教科書では第4

学年 で 《つ るぎの舞》とともに 『動物 の謝 肉祭 』の 《白

鳥》が 曲の特徴 を感 じ取 る学習材 として取 り扱われて

い る。本授業で は,《 水族館 》や 《象》の音楽 を聴 きな

が ら,な りたい もの になってか らだで表現 した り,想

像 した ことを言葉や絵で あ らわ し,感 受 を高 めた りす

る教材 として第2学 年 を対象 と して取 り扱 う。

　児童はまず,音 楽 を聴 いて,な りたい動物等 にな っ

てか らだで表 した り,リ ズム を とった りして音楽 に親

しみ,次 に想像 した こ とを言葉や絵 に した。その後,

考 えさせた り,自 分が付 けたい題名 を考 えた りさせ る。

　 これ らの音楽活動 を通 して様 々 な想像 と音楽の効果

を関連 させて,教 室 内の対話か ら育まれた一人ひ と り

の想像の相対化 を促 し,音 楽科の特性 に応 じた思考 を

育む こ とをね らう。

(2)題 材計画

第一次(3時 間)

　第1時 音楽 に 「飾 り」 をつ けよ う 《水族館》

　 ・音楽 を鑑 賞 し,な りたい もの にな ってか らだや絵

　　 で表す。

　 ・音楽 にあ う楽器 を考 えて,即 興的 に演奏す る。

　 ・音楽 にあ う楽器 について話 し合 う。

　第2時 音楽 に 「飾 り」 をつ けよ う 《象》

　 ・音楽 を鑑 賞 し,ひ ざや足で リズム打 ちをす る。

　 ・音楽 を鑑 賞 し,な りたい もの にな ってか らだや絵

　　 で表す。

　 ・音楽 にあ う楽器 を考 えて,即 興的 に演奏す る。

　 ・音楽 にあ う楽器 について話 し合 う。

　第3時 　音楽か ら動物 をみつ けよ う(本 時)

　 ・サ ン=サ ー ンスが表わ した動物 を考 える。

　 ・音楽 の どん な ところが その動物 だ った のか を グ
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　　ル ープで考 え る。

　 ・絵本6励yo召 乃θa∬∫認 を紹介 し,多 様 な解釈 があ

　　 ることを知 る。

　 ・作曲家 の題名や絵本 と自分 の感 じ方 を照 らし合 わ

　　せ て,自 分 で題名 を付け る。

(3)本 時　平成25年10月25日(金)第3校 時

　　　　　　 2部2年 　広島大学附属 小学校

〔本 時の 目標〕

　 自分の感 じ方 と照 らし合わせ なが ら,サ ン=サ ー ン

スの表 した音楽か ら 「象 」 らしさを推 察す ることがで

き る。

(4)題 材 の特徴 と児童 の思考 力について

　 ピア ノに よる3拍 子の伴奏 に,コ ン トラバスの旋律

が付 け られ てお り,力 強い音 量で演奏 されてい る。 し

か し,も ともとの旋律 はベル リオーズの 《ファウス ト

の功罰 》の風の精 の踊 りとして高い音域 で創 られた旋

律 であ り,サ ン=サ ー ンスが低 い音域 で再構成 した作

品であ る。

　音 量や音 高か ら楽曲の雰囲気 を感 じ取って,身 体で

表 現す ることに よ り,音 楽への思考を促 す ことができ

ると想 定 した。 自己解釈 の後,こ の組 曲の 中か らい く

つかの種類 の動物 カー ドを用意 し,サ ン=サ ー ンスが

どの動物 の題名 を付 けたか問 うよ うに進 め る。 音楽全

体の どんな ところに象 らしさを感 じたかを具体的に説

明 させ ることは児童 に とって難 しい活動 にな るか も し

れない と懸 念 されたが,考 え る活動 自体が音 楽的思考

を育んでい く,と い う予測の もとで実施 した。

(5)授 業の実際

　 第1時 と第2時 では,《 水族館》におい ても 《象》に

おいて も,児 童 は想像 をふ くらませ て,音 楽に同化 あ

るいは共感 しよ うと して主体的にか らだを動 か してい

た。《象》にあわせてな りたい ものになって表す活動の

際,動 物 にな る児童 が多い中で,中 古車になって運 転

してい る姿が見 られ,ど こか滑稽 な曲想 を感 じ取って

い ることを観 察す ることができた(図1)。

　音楽 にあ う楽器 を考 える活動 において,《水族館》で

はマ ラカスや トライア ングル,ト ー ンチ ャイ ムを即興

的 にあわせて演奏す る中で,あ うか あわないかの価値

判断 をす ることがで きた。第3時 では,ラ イオ ンと象

と水族館のイ ラス トを提示 した ところ,8割 以上の児

童 は曲名 を象だ と判断 した。 ライオ ンだ と想像 した子

どもに対 し,「ガオー ってい う(音 の)と ころがないか

ら違 うよ」 とい う意見が あ り,鳴 き声 を模 した歌で表

現 された,ロ ッシー二の 《ね この二重唱》の過去の学

習 を拠 り所 に してい る様子が見受 け られた。

　 4人 グループ による話 し合いで,音 楽の どんな とこ

ろか ら 「象」を感 じるか推 察す る場 面では,「 最初の ド

ン ドン とい うところか ら象がお どる様子 を感 じた」な

どの よ うに伴奏の リズ ムを とりあげる発言 は見 られた

が,"ど の よ うな象 が何 を してい る"と い ったイ メー ジ

への発言の方が多 く表 出された。また,ピ ア ノによる

アルペ ジオの ある部分 を取 り上 げて 白鳥の 出現 を語 る

子 どもや,象 の鼻か ら湧 き出 る水の シャワー をイ メー

ジす る子 どもが複数見 られた。

(6)授 業者に よる振返 り

　児童は これまで歌唱教材で2拍 子 と3拍 子の リズム

伴奏 を経験 していたた め,授 業者 は,多 くの児童が拍

感 を感 じなが らか らだの大 きい生 き物 を想像す ると想

定 した。授 業 では,多 くの児 童が 「ゆっ く り歩 く象」

「散歩す る象」「踊 る象」の よ うに,状 況や様子 とあわ

せ て大 きな生 き物 を想像 して 曲想 を感 じ取 って いた

他,複 数の動物や複数の象 を想 像す る児童 もいた。

　また音楽の変化 にあわせて 「ここでカーブ にな って

曲が る」 とか 「ここが 白鳥」 とい うよ うに発言す る児

童がいた こ とか ら,全 体 と して3つ の部分 に大 きく分

け られ るこ とを共通確認 させた。

　また,サ ン=サ ー ンスの 《象》 に,高 く足 をあげて

躍動 的なイ ン ド象 の絵 が示 され てい る0盟yoα ゐθar

/6ρの絵本 を紹介す る と,「 そ う言 われれ ば,そ んな感

じもす る」とつぶや く子 どもの姿が見 られ た。これ は,

同 じ音楽 を聴いて も,異 なった視点か ら音楽 を捉 え,

音楽 を通 して他者への共感 を促 す こ とがで きた発言で

あった。

　今回の題 材では,か らだの動 きを通 した 自分の聴 き

方,作 曲家の感 じ方,絵 本の構 成者の感 じ方な ど,多

様で主体的な聴 き方 を促 す ことがで きた点で成果が見

られた。 しか し音楽の構成要素 と音楽のイ メー ジを記

述 につな げるた めには,「 どの リズムか」 「音が低いの

か 高い のか」 といった授 業者 の誘 導的発 問が必要 で

あったた め,低 学年段階で音楽的要素の聴取 とその知

覚 を 目的 とす る場合 には,昨 年度の共 同研究で実証 し

た 《か くれんぼ》や 《やまび こ》等の よ うな単旋律の
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比較 的短い教材 でアプ ローチす る方 が効 率的ではない

か と考え る。「音楽の どんな ところか ら 《象》とい う題

名 が付 け られたのか」 を発 問に設 定 した ところ,A児

(図2)の よ うに音 楽的要素 との関連 が ワー クシー ト

に見 られた児童 は30名 中12名,ド ン ドンとい うところ

が象 の足音 だか らとい うよ うに,楽 曲の部分的特徴 を

と りあげた児童 が11名,音 楽的要素への気づきのない

児童 が7名 であった。

【実践事例2】

(1)題 材名　「聴いて 感 じて 表現 しよう」

　本題材では,《 夕やけこや け》(中 村雨虹作詞 ・草川

信作曲)《 どんぐりころころ》(青 木存義作詞 ・染田貞

作曲)の2曲 を取 り扱 う。共に情景をイメージしやす

く,物 語性の高い作品になっているので,歌 詞から受

けるイメージを絵に表して共有する中で,言 葉の意味

だけでなく,実 生活における体験や歌詞から想像 した

情景を感 じ取 り,表 現す る力を高めるための教材 とし

て取 り扱 う。

　児童は,ま ず,範 唱を聴いて歌い,楽 曲の雰囲気を

掴むことができた。その後,歌 詞だけを書いた紙を示

し,情 景やイメージを絵で表す ことができないかを問

いかけることによって,歌 詞の一部分だけに囚われ る

ことなく,全 体の雰囲気や様子を掴ませ,歌 詞の言葉

から考えた り,実 生活の体験から考えさせた りした。

　 これらの音楽活動を通して様々な想像 と音楽の効果

を複合 させて音楽科の特性に応 じた思考を育むことを

ねらう。

(2)題 材計画

第一次(3時 間)

　第1時 　情景を想像 して歌お う《夕やけこやけ》(本

　　　　　時)

　 ・範唱を聴いて歌い,楽 曲の雰囲気 を感 じる。

　 ・歌詞を朗読 し,楽 曲の雰囲気に合 う絵を考える。

　 ・1番 と2番 を比較 して考え,違 いに気付く。

　 ・考えた情景を絵 として想像 しなが ら歌 う。

　第2時 情景を想像 して歌お う 《どんぐりころころ》

　 ・範唱を聴いて歌い,《 夕やけこやけ》 との雰囲気の

　　違いを感 じる。

　 ・歌詞を朗読 し,楽 曲の物語を考える。

　 ・1番 と2番 を比較 して考え,登 場人物の気持ちの

　　変化に気付く。

　 ・登場人物の気持ちや物語の場面の変化を想像 しな

　　が ら歌 う。

　第3時 　情景の違いを感 じて歌い分けよう

　 ・《夕やけこやけ》の楽曲の雰囲気や,歌 い方につい

　　て考える。

　 ・《どんぐりころころ》の楽曲の雰囲気や,歌 い方に

　　ついて考える。

　 ・2つ の楽曲の雰囲気の違いや歌い方の違いを聴 き

　　取るために,歌 声を録音 して聴 き比べる。

　 ・聴き取った違いを感 じなが ら歌 う。

(3)本 時　平成25年11月15日(金)第5校 時

　　　　　　 2年2組 　広島大学附属東雲小学校

〔本時の 目標〕

　歌詞の内容について考え,そ こか ら想像 したことを
一枚の絵として共有 しなが ら歌 うことができる

。

(4)題 材の特徴と児童の思考力について

　 《夕やけこやけ》は,抒 情的で音の流れがゆった り

としてお り,気 持ちを込めて歌いやすい楽曲である。

学習指導要領における共通教材 として位置付けられて

お り,学 習前か ら生活の様々な場面で聴いたことのあ

る児童も多い。

　歌詞の内容か ら,場 面の様子や見える景色が想像 し

やすく,児 童の生活に照 らし合わせて身近に感 じるこ

ともできる。1枚 の絵 として完成させていく過程の中

で,児 童の想像が広が り,イ メージが静止画か ら動画

に移行するのではないかと想定 した。想像 したことを

歌唱で表現するのは難 しいかと考えたが,歌 詞の朗読

をすることや1番 と2番 の時間の経過や視点の違いを

感 じることで表現に変化が現れるのではないか とい う

予測のもと実施 した。

(5)授 業の実際

　学習前か ら曲名 を聴いただけで 口ずさむ児童がいた

り,範 唱を聴きなが ら一緒に歌った りしている児童が

多かった。楽曲としての認知度は高 く,範 唱を聴いた

後に音 とリズムを確認 しなが ら歌っていったがほとん

どの児童がすぐ歌えていた。

　歌詞について考える前に歌詞を朗読 した時点で,静

かにひっそ りと読む児童が多かった。楽曲の雰囲気や
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歌詞の意味から 「元気に明るく歌 う曲ではない」と判

断している姿を観察することができた。

　 「歌詞の様子を1枚 の絵 としていくときに,ど んな

ものを描いていくか」を考える場面になると,1番 で

は歌詞の言葉をそのまま抜き出す児童が多かった。 し

か し,情 景 をイメージ した写真や絵を紹介 した時に,

「1番の中でも情景が変わっている」と考えた児童の

発言によって歌詞の1部 分を抜き出した静止画から動

きのある動画への捉 えに変容 していった。

1番 の歌詞 に対す る児童の発言

・小学生の子 ども　 ・夕 日とか らす 　 ・夕や け

・お寺の鐘 　 ・山　 ・家 に帰 ってい る ところ

・手 をつないで友だ ち とい っ しょに帰 ってい る

　 2番 の絵について考える場面になると児童の発言が

活発にな り,動 きのある描写が増 えて,よ り具体的に

想像できていることが うかがえる。また,2番 につい

ては自分たちの実生活に即した発言が多くみられ,歌

詞の内容を,よ り身近に感 じることができている児童

が増えたと感 じられた。

2番 の歌詞 に対す る児童の発言

・丸い月　 ・キラキラの金の星 　 ・子 どもはいない

・鳥が巣 に帰って眠 ってい る　 ・夢 をみてい る

・家 　 ・マ ンシ ョン　 ・夜の空 と誰 もいない公園

　絵 について考 えた後に,1番2番 を歌った ところ,

範 唱を聴 いて歌った後の歌声 と比べて変容 が見 られ,

1番 よ りも2番 の方 を よ り静かにひっそ りと歌 うよ う

になった児童 が多 くみ られた。

(6)授 業者による振返 り

　児 童は これまで,共 通教材 であ る 《か くれ んぼ》 で

実際にか くれんぼ を しなが ら歌 うことで強弱の変化 を

つ けた り,声 に変化 を もたせ て歌った りす る経験を し

てい る。 また,歌 唱教材 の学習の 中で身体表 現を取 り

入れ た際には,歌 詞 の内容 か ら動 きを考え ることが多

かった。今 回の授 業では,個 々のイメージ をす りあわ

せ なが ら一枚 の絵 を描 くことで学級 で歌 う 《夕やけ こ

や け》のイメージ をつ く り,自 己のイメージ と学級 の

イメージを相対化 でき るよ うに した結果 として,想 像

の中でぼんや りとしていた 《夕やけ こや け》の世界が,

よ り具体的に視 覚化 され た。

　結果 として,児 童 と描 くものと様子 について確認 し,

完成 した絵 が右 上の図3で あ る。

　今回の題 材では,歌 詞か ら読み取 った り感 じ取 った

りした ことを共有 し,考 えを出 し合 うこ とで想像の幅

を広 げ,1つ の世界 を共有す る ことができた。しか し,

絵 を実際 に描いたの は授業者で あ り,児 童で はない。

共有化 をはか る前 に,児 童一人一人の もつ想像 をワー

クシー トな どの何 らかの形で表現 させてお けば,ど の

よ うな広が りを見せたのか をよ り具合的 に比較確認 す

ることがで きた と考 える。そ うす るこ とで,児 童の想

像 した情景か ら,よ りずれの少ない学級の情景表現へ

の相対化 を行 うこ とがで きたので はないだ ろ うか。

【実践事例3】

(1)題 材 名 「おやつの言葉で リズム をつ くって遊ぼ

　　 う」

　本題材では,児 童 に とってな じみの ある リズム遊び

を活か して,オ リジナルのボイス ・ア ンサ ンブル を楽

しむ活動 を行 う。ひ とつの単語 を一定のテ ンポ,拍 子

に乗せ,様 々な リズ ムで唱 えるこ とや,複 数の単語 を

同時 に組み合わせ るこ とによる気持 ちよさや面 白さを

味わいなが ら音楽 をつ くる学習材 として取 り扱 った。

素材 とす る言葉は,詩 的な統一感 と,児 童 にとってな

じみの あるもの を取 りあげるとい う意図の もと 「おや

っの種類」 に限定 した。児童 はまず,自 分の好 きなお

やつ を1つ 選び,そ の単語 に多種多様 な リズ ムをつ け

て唱 えなが ら,4拍 分の リズ ムを作成 した。次 に,そ

の 中か ら2つ の リズ ムを厳選 し,2人 で 同時 に唱 える

活動 を行 った。その後,4名 の グループ を編成 し,そ

れ までの素材 を発展 させ4小 節か ら成 るおやつの 曲を

新た につ くった。その際,実 際 に演奏 してみなが ら,

言葉や リズム を再考 した り強弱や声色 な どの変化 をつ

けた りす ることによって,よ り魅力的 な音楽 を 目指 し

てい った。

　 こ うしたプ ロセス を通 して,様 々な表現 とその効果
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を複合 させ て音 楽科 の特性 に応 じた思考を育む ことを

ね らい とした。

(2)題 材 計画

第一次(2時 間)

　第1時 おや つの言葉 で様 々な リズムをつ くろ う

　 ・おやつの言葉 を1つ 選び,様 々な リズムをつ くる。

　第2時 　おや っの リズムを重 ねてみ よ う(本 時)

　 ・授業者がつ くったボイス ・アンサ ンブル を鑑賞 し,

　　 リズムを重ね る面 白さや,重 ね る際の工夫に気付

　　 く。

　 ・前時につ くった リズムか らお気 に入 りを2つ 厳選

　　 し,ペ アでそれぞれ に選んだ2つ を重ねて唱える。

第二次(3時 間)

　第3時 　グル ープでおやつの歌 をつ くろ う～製 作編

　 ・4拍 のおやつの リズムを4小 節2パ ー ト分つ くる。

　第4時 　グル ープでおやっの歌 をつ くろ う～工夫編

　 ・歌を完成 させ,ど んな工夫 ができ るか考 える。

　第5時 　おや つの歌発 表会 を しよ う

　 ・おや つの歌を発 表 し,気 づきや感想 を交流す る。

(3)本 時　平成25年12月10日(火)第5校 時

　　　　　　 2年2組 　広島大学附属 東雲小学校

〔本 時の 目標〕

　思いを もって 自分 の リズムを選 んだ り組 み合わせ た

りす ることができ る。

(4)題 材 の特徴 と児童 の思考 力について

　 【実践事例3】 の基礎 となった 「拍 を感 じなが ら様々

な ことばを発す る活 動」は,ク ラス全員 に とってす で

に 「な じみのあ る」活動 として学びの履歴 をもってい

る。「な じみの ある」活動 とは,授 業者 が年度 始めか ら

学校 に設置 してい る 「リズムボ ックス」に関わ る活 動

であ る。児童 は短 い様 々な リズムに言葉 を当てはめ,

それ をカー ドに記 し教室内に設 置 された 「リズムボ ッ

クス」に投稿 してきた。 投稿 されたカー ドは,日 ごろ

の授 業の中で模倣遊 びの素材 とされ る。

　そ こで,本 題材 では,児 童 の学級 での生活 に位置 つ

いて きた リズム遊び を授 業 で取 り上 げ,「 おやつ の う

た」を友だち と重ね,聴 き合 うことに よって,友 だち

の表 現 と自分の表 現の相 対化 が行 われた り,重 ね るこ

とで生まれ る偶発 的な表 現の面 白さに気 づいた りしな

が ら,自 らの個性や感性 を拠 り所 とした 自分 らしい表

現,自 分に とって価値 のあ る表 現 を見出 してい くプ ロ

セスを授 業 として構想 した。

(5)授 業の実際

　第1時 の始 めに 「おや つの リズム」 を全員 で考 えた

際には,普 段話す言葉 の リズムに準 じた リズムをその

まま当てはめて考 えた児 童がほ とん どであった。例 え

ば 「プ リン」の場合 は4分 音符3つ の リズムであ る。

しか し,授 業者 の 「プププププ リン」「(ウン)プ ップー

リン」な どの例(譜 例1)を 聴 いて,「 お休みが ある」

「何回 も1つ の音 を繰 り返 してい る」 な ど,1つ の言

葉で様々な リズムが考 え られ るこ とに気づ き,気 づ き

を活か してい ろい ろな リズム をつ くるこ とがで きた。

多 くの児童 は,リ ズ ムを 口ず さんだ後 に ワー クシー ト

に記入 した り,手 拍子 をしなが ら考えた りす るこ とが

で きた。 中には,試 行錯誤 しないまま書 くことに一生

懸命 にな って しま う児童 もいたが,書 いてで きた もの

を授業者や友だ ち と一緒 に試 してみ る と,そ の リズム

の面 白さを感 じ取 ってい る様子が観 察で きた。

　本時で ある第2時 で は,ま ず授業者がつ くった 「お

やつの うた」 を鑑 賞 した。次 に,第1時 でつ くった リ

ズ ムの 中か らお気 に入 りを2つ 選び,席 が隣の児童 と

一緒 に重ねて歌 ってみ るとい う活動 を行 った
。そ こで

児童は,つ くった リズ ムの 中か ら言 うこ とが難 しい複

雑 な リズ ムを選んだ り(図4),か け声の よ うな リズム

を選 んだ り(図5),児 童 それぞれ 自分な りの思い を

もって選んでいた。実際 に友だ ち と重ねて歌 ってみて

「一緒 に言 うと面 白い」 と偶発 的 にで きた表現の面 白

さを感 じなが ら,「この リズム じゃな くて,こ っちの リ

ズムに変 えてやってみ よ うよ」 「始ま りをず らしてや っ

てみたい」な ど,そ れ らの面 白さを更 に追求 しよ うと

す るよ うな発言がみ られた。
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(6)授 業者によ る振返 り

　本 実践の成果 は,児 童 か ら多種 多様 な表 現があ らわ

れた ことにあ る。児 童一人ひ と りの表 現は,そ れぞれ

性格 の異なった ものであった。 この ことは,遊 びなが

らつ くった ことで,様 々な表 現を試 み ることができた

ことに起因 してい ると考え られ る。学習 にあたっては,

拍や リズムを一定に し,音 素材 も声のみに限定す るな

ど,様 々な条件 を課 した ことに よって,つ くる過程 を

単純化 した ことが有効であった と思われ る。 こ うした

条件 は,あ ま りに多 く設定 しす ぎる と,児 童の意欲 を

減退 させ,発 想 を制 限 して しま うことにな りかねない

が,本 実践 の成果 か らは,制 約 の設 定が概 ね適切 だっ

た ことが窺 え る。

　 一方,課 題 もあった。第1時 ・第2時 の活動 では,

「好 きなおやつ を1つ だけ選 ぼ う」 「お気 に入 りの リズ

ム を2つ 選 ぼ う」 といった約束 を設定 していた ため,

「様 々な リズムをつ くる」 「重ねて歌 ってみ る」 とい う

活動 のね らいを達成 で きたが,第3時 以降の グル ープ

で音楽づ く りをす る際には,「 おやつを2つ 選ぶ」 とい

う条件 だけを設 定 したため,言 葉 を選 ぶ ことに多 くの

時間を割 いて しまい,実 際に重 ねて歌ってみた り強弱

や 声色 の変 化 をつ けた りす る ことがで きな かった グ

ル ープが8班 中,2班 あった。この ことか ら,「班 の中

の友だちがつ くったおや つの名 前や リズム を使 う」 こ

とを条件 とし,こ れ までにつ くった り,な じんだ りし

た素材 の中か ら色々な工夫を考え るといった よ うに,

児童 がね らいを達成 しや す くでき るよ う,適 切 な量の

条件 を設 定す る必 要があった と考 える。

4.考 察

(1)個 の学びの履歴と学級の学びの履歴

　 【実践事例1】 の児童は昨年度第1学 年であ り,学

校 目標である 「自主 ・協同 ・追究」を 「じぶんで ・み

んなで ・きわめる」に言い換えて学級 目標を選択 した。

話 し合いの結果,目 指す学級の姿として 「みんなで」

が採択され,学 習を進める際は,自 分が言いたくても

友だちの考えを遮 らず,最 後まで聞くことや,教 室内

で失敗することを恥 じない態度を推奨しながら学級 目

標 を行動 目標に具体化 し,共 有 した。今年度は,学 級

としてのこうした学びの履歴の上に,互 いの考えや感

じ方を表現 しあ う場を授業の中で多く設定した。たと

えば,友 だちの合唱表現がどのように感 じられるかを

2人 組で交流 した り,鑑 賞した音楽からどんな様子を

想像 したかを全体で紹介 しあった りする活動を意識的

に取 り入れ,児 童の音楽的思考を促す土台となる学び

のあ り方について再考し,授 業を構想 した。その結果,

1つ の音楽の聴き方がイメージによって変動すること

を経験 した記述表現や,友 だ ちの聴 き方やサ ン=サ ー

ンス の捉 え方 に共感 す る姿が確認 され たこ とか ら音楽

的な思考を促す ことがで きた と考える。

　 共感は人間発達の軸 とな るもので あ り,同 感の よ う

にその人の感 じてい ること と自分の感 じてい ることを

同 じと思 うこ ととは異 なる(佐 伯,2007pp.20-24)。

佐伯は,「 〔他者 が よい と思 ってい る〕そ うい うものの

よさをわか りたい」 「こ うい うこ とを考えてい るのでは

ないか」 とい った よ うな深層模 倣 によ り共感 がな され

る と考 え,そ の よ うな共感的かかわ りが発達 を促進す

る とい う考 えを提唱 してい る(佐 伯,同 上,〔 〕は筆

者)。 具体的 には,「Aさ んの想像 した絵の気持 ちがわ

か る人」 とい う発問や,サ ン=サ ー ンスが象 とい う題

名 を付 けた理 由を考 える活動 を仕組んでい る点 に共感

力の育成への手だてが なされた。児童が 自分の捉 え方

と他者の捉 え方 を相対化 し,共 感す るこ とは低学年段

階で全教科 に重要で ある。

(2)鑑 賞に おける感受内容の相対化

　 【実践事例1】 で取 り上げ られていた,音 楽 と題 名

との結び付 き,音 楽 とイ メー ジ との結び付 きは,極 め

て個人的なものであるため,正 解があるわけではない。

しか しなが ら,こ うした感受 について さえ,作 曲者で

あるサ ン=サ ー ンス,授 業者,音 楽 を得意 とす るクラ

ス メイ トな どの感受が,あ たか も 「正 しい」感受で あ

るかのよ うに捉 えられて しまいがちなの も事実である。

ある音楽 を聴いて,「 中古車 で走っている様子 」を思い

浮かべた児童が,後 で,サ ン=サ ー ンス 自身が 《象》

とい う題名 を付 けた とい うことを知 った とき 「自分が

感 じていた ことが 『間違い』だ ったのだ ろ うか」 と感

じて しま うよ うな こ とが あっては な らない一 これ は,

筆者 らが留意 した点のひ とつで もあった。

　 授業者が,授 業 中にサ ン=サ ー ンスの こ とを しば し

ば 「サ ン=サ ー ンス さん」 と呼んでいた こ とは,こ の

こ とと無関係 では ない。授業者 は,サ ン=サ ー ンス を

権威 的な存在では な く,身 近な存在で あるかの よ うな

呼び方 をす るこ とによって,作 曲者 自身の感 受 さえも

ひ とつの可能性 に過 ぎない ことを暗 に示 していた。近

藤(2004)が,作 曲者 と聴 き手の立場 について 「両者

が,同 じ1つ の 曲を解釈す るとい うこ とによって,そ

こに,曲 を介 した一種の コ ミュニケー シ ョンが成立す

る とい えるか も しれないが,そ の コ ミュニケー シ ョン

は 『送 り手=作 曲者』か ら 『受 け手=聴 き手』へ とい

う一方 向的 な形 の ものではない」(p.196)と,そ の対

等性 を強調 してい るよ うに,作 曲者や演奏者がその作

品のつ く り手だか らとい って,受 け手の感受 にまでそ

の権威 をもつ存在で あるわ けでは ない。

　 実践1で は,「 サン=サ ー ンス さん」が この音楽 と象
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のイ メー ジを結びつ けた こ とも,絵 本 磁 ηyoα ゐθ狸

∫認 で絵画 と して示 された象のイ メー ジも,自 分 自身の

感 受やク ラスメイ トの感 受 と同様,あ くまで も様 々な

感 受の可能性 のひ とつ として示 され ていた。 こ うした

「感 受内容 の相 対化 」は,「表現 の相対化」とも深 く関

わってい るのであ る。

　音 楽は,つ く り手が何 らかのイメージや メ ッセージ

を聴 き手に伝達 す るための媒介 であ るとい う通念が一

般化 ・常識化 しが ちな 中,児 童 一人ひ と りに とって,

自らの感受 か ら始ま り,他 者 の感 受を くぐらせ て再び

自らの感受 へ と戻 るとい うプ ロセスにつなが る 「感 受

内容 の相対化 」が もた らす意義 は大きいのではないだ

ろ うか。

(3)歌 唱表現 にお ける工夫の相対化

　 【実践事 例2】 においては,歌 詞 の言葉 か ら情景を

想像 させ る中で,1番 と2番 を対比 した り,授 業者 の

示 したイ ラス トを提 示 した りす ることで,1番 と2番

の相対化がな され,単 語 レベル での想像が,ス トー リー

となって発話 され るに至った。 歌詞 の内容 を,正 解 が

あ るとい う考えで とらえるのではな く,解 釈 への思考

をめ ぐらせ ることで,児 童に とって意 味のあ る歌詞 へ

と再構成 され ていた と言 える。児童の発言 の中には 「マ

ンシ ョン」 とか 「友だ ちと帰ってい る」な どといった

自らの生活 に則 した想像 的表 現 も表 出 された。 これ は

「な じみのあ る」生活 と 《夕焼 け こや け》音 楽がつな

がった姿であ ると言 えるのではないだ ろ うか。様子 を

思い うかべ ることをゴール とす る意識 ではな く,「 同 じ

旋律 であって も,歌 詞の内容 による対比 を表現 したい」

と思わせ るよ うに促 した点 と,個 々のイメージを大切

に しなが らも,み んなで1つ のイメージを共有 して歌

え るプ ロセスを設 定 した点に この取 り組 みの意義を見

出す ことができ る。

(4)偶 発 的な表現 の誘発

　 【実践事例3】 では,シ ンプル な模倣遊 びか ら,言

葉 の重な りに よって新 たな音 楽をつ くる活動 へ と発 展

させ ていったが,こ の際の重要な点は,児 童 か らどの

よ うな音楽がつ くられ るのかについては,児 童 自身 が

見通 しを もっていたわ けではなかった ことであ る。 野

村 ・片岡(2008)は,「 楽器 で遊んだ り,音 で遊んでい

る うちに」でき る音 楽 を 「できちゃった音楽」 と呼ん

でい るが(p.87),そ れ と同様 に,【 実践事例3】 での

音楽づ く りにおいて も,偶 発 的な表 現が,児 童一人ひ

と りが吟味 ・取捨選 択す る対象 になってい く。

　 は じめに偶発 的 な表 現 を誘発 したの は,授 業者 に

よって示 されたル ール(遊 び方)で あ るが,そ の後,

児童 自身がそれ らを吟味 ・取捨選択 す る機 会を設 け る

ことで,個 々の好 みに照 らした り,別 のル ール(遊 び

方)を 導入 した りす ることへ とつなげるこ とができた。

この こ とは,偶 発的な表現や,そ れ を誘 発す るた めの

遊びが,児 童 自身の 「思いや意図」 を引き出す素材 と

して機 能 した こ とを示 してい る。

5.本 研究の成果と課題

　本研究では,音 楽科の特性に応 じた思考のあり方を

導く音楽科カ リキュラムの開発を目的 として,低 学年

に焦点をあてた授業を構想 ・検討 した。 とりわけ,今

年度は,児 童の音楽的思考の範囲の拡大に向けて,昨

年度得 られた知見にもとづきなが ら,学 びのあり方を

再考 した。具体的には,第 一に,昨 年度の実践が言葉

を用いた音あそびの活動 を中心 としていたのに対 し

て,今 年度は活動分野を鑑賞と歌唱,音 楽づくりに拡

大 し,考 察を行った。第二に,昨 年度は一人ひ とりが

主体的に表現を生み出すところに重点が置かれたのに

対 し,今 年度は,音 楽づくりの活動においては友だち

の表現 と自分の表現を重ねる活動を設定 し,歌 唱や鑑

賞の活動においては,自 分 とは異なる他者(作 詞者,

作曲者,絵 本作者)が 介在する作品の解釈を学級の友

だちと共同で行 う活動を設定 した。

　異なる音楽とのかかわ りの履歴をもち,そ れぞれに

個性的な思いをもつ児童が学級での学習過程を共有 し

ていくためには,音 楽 とのかかわ り方,音 楽の捉え方

を見直 し,音 楽科の特性に応 じた思考を,発 達段階に

応 じた学びの中で育んでいくことが求められる。今年

度構想された授業を通 して見 られた児童の姿か らは,

新たに以下の点が指摘できると考えられる。

　まず,児 童に とっては 自分の外側 にある音楽 と出

会った とき,「な りたいものになる」「思いついたまま

に想像する」「つくりたいようにつ くる」とい う活動の

有効性である。サン=サ ーンスが 《水族館》や 《象》

とい う題名 をつけた音楽に直接向き合った子どもたち

は,か らだで表 した りリズムをとった りして音楽に親

しみ,想 像 したことを言葉や絵にした りしなが ら,自

分の外側にある音楽を自分な りに生き生きと捉えてい

る。「中古車」の運転手にな りきって,自 分の思い描い

た景色の中を音楽にあわせて ドライブしている児童

や,《夕やけこやけ》を歌いながら,そ の歌詞の情景を

自分なりに想像 し,そ の夕焼け空の世界に入 り込んで,

自分の住んでいるマンションに帰ってい く児童,大 好

きなおやつの 「モナカ」を早口言葉のようにできるか

ぎり速く拍に載せようと,何 度も夢中になって唱え,

うまくいったときに満面の笑みを見せている児童な ど

は,い ずれも,学 級での学びでありなが ら,一 人ひ と

りの児童の内的な世界が保障される中で見 られた姿で

ある。
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　 しか し,自 らの世界に浸ったの ちに友だ ちの表現に

出会 うことで,子 どもたちは 「へ一,た しか に」「わか

るわか る」 といったつぶやきを発 しなが ら,自 分 とは

異なる音楽 とのかかわ り方 を受容 してい く。た とえば,

平板 な動 きを していた児 童が友 だ ちのお もしろそ うな

「中古車」に共鳴 し,一 緒になって音楽にあわせ て車

の運 転を始 め る。 ときには,「 ここでカーブす るん よ」

と音 楽の展 開に合 わせ て隣に座 ってい る別 の子 どもに

声 をかけなが ら,一 緒に ドライブのス トー リーを楽 し

んでい る。あるいは,「 モモモモ,モ モモモ,モ モモモ

モナカ」 といった早 口言葉 のよ うなおやつの リズム と,

「シュ ック リーム,ふ わっ」 とい うリズ ミカルでや わ

らかい リズムを同時に唱 えてみて,思 いが けない効 果

が生み出 され ることに気 付き,「 も う一回や ってみ よ」

「ここは こっちが休 みにな るといいん じゃない」 と友

だ ちと相 談 しなが ら重ね方を何度 もや り直 して言葉 の

ア ンサ ンブル を楽 しんだ りしてい る。そ して次時では,

「これってパー トナー ソングみたい」 と,前 時に学習

した内容 か らつなが る発 言が生まれ た。 つま り,自 分

の 内的 な世 界 と友 だ ちの世界 とが 出会 うこ とに よっ

て,音 楽活動 の中で子 どもの思考は他者 と自分の問で

の相 対化 へ と展 開 し,自 分 とは異な る価値観 を受容 し

た り,偶 発 的な表 現が誘発 され,次 のアイデ ィアへ と

導かれていた りす ることがわか る。

　 さらに,「 サ ン=サ ー ンス さん」や,「 サ ン=サ ー ン

ス さんの音 楽にあわせ た絵 を選 んだ人」が,自 分 とは

異な る思いや意 図 をその音楽に込めた り,感 じた りし

てい ることに出会って,ど うしてそ う思ったのだ ろ う

か,音 楽の どの よ うな特徴をその人は感 受 していたの

だ ろ うか,と 思考す る。 自らの感 受か ら,他 者 の感 受

を くぐらせ て再 び 自らの感 受へ と戻 るとい う 「感受 内

容 の相 対化 」の過程 において,児 童 の音 楽的な思考が

活性化 され てい ると考 えることができ よ う。

　 以上の児童 の姿は,昨 年度 の研 究で得 られ た知見で

あ る,「拡散的 な思考や発想 を認 め,児 童 の発想 に もと

ついた音楽的な工夫を評価す る」,「表現に理 由や説 明

を強要す るのではな く,即 興的に試行錯誤 した り習熟

した りす る活動 を保 障す る」 とい う,伝 達=習 得型 の

学習では不十分 な視 点 と結び付 いてい る。

　 しか し,そ れ に加 えて,歌 唱,音 楽づ く り,鑑 賞の

いず れの活動分 野において も,学 級 内での学び合 いが

大 きな役割 を果 た してい る,と い うことができ よ う。

母語 か ら出発 した昨年の研 究において児童 は豊かな発

想 で ことばを紡 ぎ出 した。 次の段 階 として考 えるべき

は,い わば,「 自分た ちが 自分たちの知恵 と力 をだ しあ

いつ く りあ う学 級文化 を小 さな芸術(レ ッサ ー アー

ト)」(庄 井,1999,p.179)と す るよ うな,自 分 たちな

りの表現の世界 をか けが えのない もの として共有 しな

が ら,そ こか らよ り広い価値観 や音楽文化への扉 を開

いてい くこ とで ある。庄井は,ヴ ィゴツキーやパ フチ

ンに依拠 しなが ら,対 象 と主体の二項 関係 で はな く,

対象 を変革 しあ う主体 と主体 との三項 関係 の重要性 を

指摘す る(庄 井1999,pp.98-102,161)。 そ して,対

話 ・参加 しなが ら読み合 うことや,お 手紙 ごっこの よ

うな虚 構 の世 界 で対 話 しな が ら書 き合 うこ とを通 し

て,教 科 内容の習得 とい う次元だ けで な く,文 化創 造

への参加 とい う次元か ら学び合いへの転換の重要性 を

指摘 してい る(庄 井,1999,p.105)。 これ は,能 力は

「常 に関係 の 中で立 ち上が るもの」で あ り,思 考 を頭

の 中の操作,情 報処理 に還元す るので はな く,関 係 論

的 に捉 え るこ とが重 要 で ある と述 べて い る佐 伯 の論

(佐伯2007,p.34)と も共通す る指摘で あろ う。技能

教科 として,完 成 した音楽を知識や技術 として教 える,

とい う教科観 を脱 し,児 童の表現や解釈 を起点 としな

が ら,学 級での学び合い を通 して音楽文化の創造的な

営みへ と導 くよ うなカ リキュラムの構築が必要で ある

とい えよ う。

　その一方で,本 研 究 において対象 とす る低学年の児

童の特徴 をふま えたカ リキュラム を検討す る必要が あ

る。ヴィゴツキー は,『子 どもの想像 力 と創 造』におい

て,「 子 どもの発達 のそれぞれ の時期にお ける創造 的想

像 は,児 童が立 ってい る正 にその発達段階 に固有の,

特別な方法で動 く」(ヴ ィゴツキー,1979,p.53)と 指

摘 し,「 想 像力 の発 達 と理性 の発達 は子 ども時代 はひ

じょ うに離れて」い ること,児 童期の ある時期 におい

て 「想像の根本的 な変革が行われ る。つま り,主 観 的

な ものか ら,客 観 的な ものへ と変わ ってい る」 こと,

それぞれの発達段階 にふ さわ しい創 造的な想像力 を育

む こ との重要性 を指摘す る(ヴ ィ ゴツ キー,1979,

p.59)。8歳 以上 を学齢期 とす るヴィゴツキーの論 によ

れ ば,低 学年 は就学前の年齢 に含まれ る。幼児が遊び

の社会的関係 の 中で育つ よ うに,低 学年の段階 にお け

る創 造的な想像力 を育む音楽活動の あ り方が求 め られ

てい る。それ は,遊 び空間 にお ける空想 とも結び付 く

よ うな児童の姿 を肯定的 に受 け止 めてい くところか ら

始ま るのではないだ ろ うか。

　 さ らに,す で にある音楽のつ くり手,あ るいは他の

人 による解 釈 を相対的 に捉 える とい う提案 を,今 年度

の授業で は行 ってい る。従来 は,作 曲者,作 詞者の意

図 を探 り,そ れ を教 えるとい う伝達=習 得型の授業が

行われ るこ とが多か ったが,鑑 賞す るにあた って,作

曲者の意図 をど う位 置づ けるか,と い う問題 は,す で

に述べた とお りで ある。

　文学テ クス トを教材 とした国語の授業で も,児 童の
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多様な解釈をどのように扱 うかとい うことは問題にさ

れてきているが,文 学作品は読者が参加 して初めて作

品が生まれ る,と い う考え方,テ クス トは読者の多様

な解釈に開かれている,と い う考え方のもと,「教材は

学習者の外側に客観的に存在す るものではなく,学 習

者 と一体化してはじめて完全なものになる」「児童生徒
一人ひとりから提出され る多様な解釈 を

,ど う学級 と

い う集団内で扱い,そ れをどう個人に戻すか」(水 野,

2008,p.3)と 捉えられるようになってきている。読

者の参加によっては じめて文学作品が成立す る,と い

う読書行為の捉え方には,音 楽にとっても参考になる

点が多い。

　 ことばの表現は,い わば子 どもの内から紡ぎだされ

る 「なじみのある」形をとる。一方,鑑 賞では,他 者

のつくりだした音の世界に自らをかかわらせ る,と い

うスタンスが必要となる。国語における読み手が自分

の読みから文学テクス トを経て自分の読みにもどるよ

うに,音 楽においても,自 分な りの解釈から音楽作品

を経て,自 分の解釈を構築す る学びは子 どもにとって

音楽経験の世界を広げるものとなる。文字に媒介 され

た文学以上に,音 楽の示す意味や作曲者の意図はわか

りにくいものであ り,文 学以上に音楽の解釈における

聴者の参加,解 釈,批 評のあ り方が検討 されてもよい

はずである。

　 このように考えた時,音 楽を特徴付 けている要素の

中で,直 観的 ・感覚的に把握 される要素と,仕 組みや

用語のように客観的に捉 えられ る要素に分けて,各 学

年に応 じて段階的に系統付けた り,音 楽活動 との関連

で整理した りす る必要があると言えよう。

　また,音 楽的な要素を始めから概念的に学習するの

ではなく,と りわけ低学年を対象 としたカ リキュラム

の開発においては,児 童の想像力によって捉 えられた

音楽もまた,音 楽科授業において音楽と児童 とのかか

わ りを築いていく1つ の出発点として重要であること

が示唆された。

　 さらに,音 楽科の特性に応 じた思考力を育てるため

のカ リキュラムにおいては,児 童の感 じ取った音楽の

捉えや表現を,テ クス トや他者の捉え,友 だちの捉え

や表現 と出会わせ,対 話 しなが ら音楽 と直接向きあう

学習過程の有用性が認められた。今後は,低 学年か ら

中学年への系統性を意識 しつつ,カ リキュラムの具体

について検討 したい と考える。
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